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環境製品宣言 

ﾀｶﾗ有機本みりん 500ml 

Version 2005.11.24  
 

 
製品の説明 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「ﾀｶﾗ有機本みりん」は、有機米 100%で仕込んだ自然のおいしさたっぷりのまろやかな本みりん

です。ｱﾒﾘｶの有機認証機関であるOCIA ※の認証を取得した、有機本みりんとして 2000 年 3 月に

発売しました。原料の有機米の生産から工場でのみりん製品の製造にいたるまでOCIA認証基準

を満たして、本みりん製品としての有機認証を取得したものです。また、使用後にｷｬｯﾌﾟのﾂﾏﾐを引

っ張ることで、容易にﾎﾞﾄﾙ本体とｷｬｯﾌﾟ部分を分離でき別々に捨てることができる“はずせるｷｬｯﾌﾟ”

を採用しています。ﾗﾍﾞﾙには非木材紙（ｹﾅﾌ 100%）を使用しています。さらに、2003 年 8 月より壜重

量がそれまでの壜より３割以上も軽い“超軽量ﾋﾞﾝ”※を採用し、商品重量を従来に比べて約 100ｇ

軽量化しました。 

 

製品名：ﾀｶﾗ有機本みりん 

酒類の種類：本みりん（有機農産物加工酒類） 

ｱﾙｺｰﾙ分：13.5 度以上 14.5 度未満 

原材料：もち米・米こうじ・米しょうちゅう 

賞味期限 ：製造後 18 ヶ月 

容量：500ｍｌ 

ｴｷｽ分：40 度以上 

  

 
 

 

※ OCIA,超軽量ﾋﾞﾝについてはその他情報項目に詳細を記載 

 

 

http://www.takarashuzo.co.jp/body.htm
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構成材料の説明          

 

中身： 

  容量 重さ 

有機本みりん 500ml 580g 

 

容器： 

  素材 重さ 

ｶﾞﾗｽ壜 ｶﾞﾗｽ 195ｇ 

ｷｬｯﾌﾟ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ（LDPE） 5.48ｇ 

ｷｬｯﾌﾟｼｰﾙ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ（PET） 0.447ｇ 

ﾗﾍﾞﾙ 紙 1.52ｇ 

 

製造業者の説明 
 

 

商 号： 宝酒造株式会社       （英文名：TAKARA SHUZO CO.,LTD．） 

代表者： 取締役社長 大宮 久       

設立年月日： 平成 14 年 4 月 1 日   

資本金： 1,000 百万円   

本社所在地： 京都市伏見区竹中町 609 番地 

事業内容： 酒類、酒精、清涼飲料、調味料、その他の食料品及び食品添加物 

            の製造並びに販売など 

連絡先： 

住所：〒600－8688 京都府京都市下京区四条通烏丸東入 

Tel：075－241－5186   Fax：075－241－5126 

URL：http://www.takarashuzo.co.jp/

担当者：環境広報部環境課 井上哲也 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.takarashuzo.co.jp/
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環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ宣言 

 

ﾗｲﾌｻｲｸﾙｽﾃｰｼﾞ 

 

環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ宣言は、ﾗｲﾌｻｲｸﾙｱｾｽﾒﾝﾄの結果に基づいています。 

LCA の結果は、次の 3 段階に分類されます。 

 製造段階 原料（農産物）の生産、鉱物資源の採掘から工場での製品製造まで 

 消費段階 製品の工場出荷後から流通を経て家庭等で消費されるまで 

 廃棄段階 家庭からの廃棄からのﾘｻｲｸﾙ工場、または埋め立て地まで 

ﾗｲﾌｻｲｸﾙｱｾｽﾒﾝﾄの前提条件 

   機能単位 有機本みりん 500ml 壜入り １本 

   原料生産  原料の米の生産段階は、稲作でのﾒﾀﾝ等の発生も算入しました。 

   消費段階 調味料の製品性格上、使用する料理の種類により使用方法が多岐にわたるの

で 調理、飲食過程は算入せず、製品の輸送のみを算入しました。 

 

環境負荷項目 

 

環境負荷の評価項目として、農産物資源、環境から採取する鉱物資源（ｲﾝﾌﾟｯﾄ）、および、 大

気、土壌、水域への排出物、廃棄物(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)を考慮しました。 

ｲﾝﾌﾟｯﾄ 

素材 農産物、農薬、鉱物原料 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 電力、化石燃料、自然ｴﾈﾙｷﾞｰ 

水資源 農業用水、工業用水、地下水 

ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ 

大気、水域、土壌へ

の排出物 

CO2、NOx、SOx、CH4、N２O、BOD、COD、TN、TP、 

化学物質 

廃棄物 産業廃棄物、一般廃棄物、再資源化物 

 
 
LCA実施期間 
  2004 年 4 月から 2005 年 3 月のﾃﾞｰﾀを採用しました。 

  ただし容器変更、ﾎﾞｲﾗｰ変更に関係する部分は変更後のﾃﾞｰﾀを採用しました。 
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定量的ﾃﾞｰﾀの算出方法の概要 

 

農産物の生産 米の生産は、日本における稲作の各種文献値（一般ﾃﾞｰﾀ）より、換算しまし

た。 

容器の製造・廃棄・

ﾘｻｲｸﾙ 

「LCA 手法による容器間比較報告書（2001.8）容器間比較研究会」の 

500ml ﾜﾝｳｪｲﾋﾞﾝﾃﾞｰﾀを素材ごとの個別重量で換算しました。 

製品の製造 

 

納入業者、工場への聞き取り調査で、有機みりんのためのﾃﾞｰﾀが入手可能

なものについては個別ﾃﾞｰﾀを用い、個別ﾃﾞｰﾀのないものについては工場全

体や一般のﾃﾞｰﾀを用いて、工場全体ﾃﾞｰﾀしか得られない場合は工場出荷

額からの経済的価値で按分しました。間接部門、研究開発部門、施設や設

備の生産・廃棄部分は考慮していません。 

輸送 個別ﾃﾞｰﾀのないもの、積載率が不明なものは、上記「容器間比較報告書」

に準じてｼﾅﾘｵを作成し、算出しました。 

 

 
ﾗｲﾌｻｲｸﾙｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘﾌﾛｰ概要図 

 

 
注）消費段階については、調味料の製品性格上、使用方法が多岐にわたるので LCA 適用範囲外

とし、製品の輸送のみを LCA の評価対象としています。 
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有機本みりんLCA結果 

 

   

  
単位 

 

製造段階

  

消費段階 

  

廃棄段階 

  

合計 

  

素材 kg 2.06E-01 0.00E+00 0.00E+00 2.06E-01

ｴﾈﾙｷﾞｰ （燃料） MJ 2.80E+01 1.26E-01 2.19E-01 2.84E+01

非再生資源 

 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ（電気） kWh 5.51E-01 4.49E-03 9.56E-04 5.56E-01

素材 kg 6.79E-01 0.00E+00 0.00E+00 6.79E-01再生資源 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ （電気） kWh 2.83E-02 2.31E-04 4.92E-05 2.86E-02

燃料 ＭＪ 2.80E+01 1.26E-01 2.19E-01 2.84E+01
消費ｴﾈﾙｷﾞｰ 

電気 kWh 5.79E-01 4.72E-03 1.01E-03 5.85E-01

水の使用 水 L 2.75E+03 0.00E+00 0.00E+00 2.75E+03

農薬の使用 農薬 ｋｇ 0.00E+00 － － 0.00E+00

地球温暖化 ｋg CO2-eq 1.93E+00 1.17E-02 1.82E-02 1.96E+00

ｵｿﾞﾝ層の破壊 ｋg-CFC-eq 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00

酸性雨 ｋmol H+-eq 4.70E-05 1.04E-06 1.89E-06 4.99E-05

対流圏ｵｿﾞﾝ生成 ｋg POCP-eq 1.72E-04 2.55E-11 5.43E-12 1.72E-04

ｲﾝﾊﾟｸﾄｶﾃｺﾞﾘｰ 

 

 

 

 
富栄養化物質 kg O2-eq 2.16E-02 1.80E-04 3.27E-04 2.21E-02

ﾘｻｲｸﾙ 

可能資源 素材 kg 0.00E+00 0.00E+00 1.01E-01 1.01E-01

有害化学物質 PRTR 法対象物質 kg 5.68E-07 － － 5.68E-07

T-N Kg 3.35E-03 － － 3.35E-03土壌への 

環境負荷 
T-P Kg 3.15E-04 － － 3.15E-04

産業廃棄物（埋立） kg 2.52E-02 0.00E+00 8.74E-02 1.13E-01

産業廃棄物（ﾘｻｲｸﾙ） kg 6.24E-02 0.00E+00 0.00E+00 6.24E-02

廃棄物 

  

  
一般廃棄物 kg 2.20E-01 0.00E+00 0.00E+00 2.20E-01

 

-は,現時点でﾃﾞｰﾀのないもの,及び設定がないもの。 

輸送については、調味料 PSR のｼｽﾃﾑ境界に従い各段階に含まれます。 
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資源の使用

 

製造段階       

非再生資源 

ｴﾈﾙｷﾞｰを含まない 単位   ｴﾈﾙｷﾞｰを含む 単位   

けい砂 kg 7.47E-02 燃料 MJ 2.80E+00

ｿｰﾀﾞ灰 kg 1.95E-02 電気 ｋWh 5.51E-01

石灰石 kg 1.70E-03       

ﾎﾞｳｼｮｳ kg 3.47E-04       

ｶﾞﾗｽｶﾚｯﾄ kg 1.01E-01       

原油 kg 5.91E-03       

再生資源

ｴﾈﾙｷﾞｰを含まない 単位 ｴﾈﾙｷﾞｰを含む 単位   

玄米 kg 7.08E-01 電気 ｋWh 2.83E-02

原木 kg 3.05E-03     

水 L 2.88E+03       

 

消費段階     

非再生資源 

ｴﾈﾙｷﾞｰを含まない 単位   ｴﾈﾙｷﾞｰを含む 単位   

      燃料 MJ 1.26E-01

      電気 ｋWh 4.49E-03

再生資源 

ｴﾈﾙｷﾞｰを含まない 単位   ｴﾈﾙｷﾞｰを含む 単位   

      電気 ｋWh 2.31E-04

 

廃棄段階      

非再生資源 

ｴﾈﾙｷﾞｰを含まない 単位   ｴﾈﾙｷﾞｰを含む 単位   

      燃料 MJ 2.19E-01

      電気 ｋWh 9.56E-04

再生資源 

ｴﾈﾙｷﾞｰを含まない 単位   ｴﾈﾙｷﾞｰを含む 単位   

      電気 ｋWh 4.92E-05
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工場共通設備等で使用される化学物質ﾘｽﾄ 

 

有機本みりんの原料米については、OCIA 有機認定米を使用しており、OCIA 基準にかかる農薬

の使用はありません。 

有機本みりんの製造工程での工場共通設備（用水処理、排水処理、ﾎﾞｲﾗｰ等）で使用される化学

物質であり、経済的価値による按分した場合の有機みりん1本分相当量は以下の表の結果となり

ます。 

有機本みりんの中身の製造工程では、下記化学物質は使用しておりません。 

 

化学物質名称 

工場年間 

使用量 

   （kg） 

化学物質含有製品･

資材の用途 

有機本みりん

1 本あたり相

当量（kg） 

PRTR 法対象物質       

ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸  60 ﾎﾞｲﾗｰ清缶剤 3.15E-07

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ  5.2 洗剤 2.73E-08

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩(洗剤） 43 洗剤 2.26E-07

その他物質     

次亜塩素酸ｿｰﾀﾞ 4820 用水･排水処理用 2.53E-05

ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ･[2-(ｱｸﾘﾛｲﾙｵｷｼ)ｴﾁﾙ]ﾍﾞﾝｼﾞﾙｼﾞﾒﾁﾙｱ

ﾝﾓﾆｳﾑ=ｸﾛﾘﾄﾞ･[2-(ｱｸﾘﾛｲﾙｵｷｼ)ｴﾁﾙ]ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾝﾓ

ﾆｳﾑ=ｸﾛﾘﾄﾞ共重合物 4000 排水処理用 2.10E-05

ﾎﾟﾘ塩化ｱﾙﾐﾆｳﾑ 10700 用水･排水処理用 5.62E-05

水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ 16.3 洗浄用 8.56E-08

塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 28500 樹脂再生用 1.50E-04
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ﾘｻｲｸﾙ宣言 

・ はずせるｷｬｯﾌﾟの使用 

   中身使用後の分別を容易に、ﾘｻｲｸﾙを促進するため、はずせるｷｬｯﾌﾟを使用しています。 

 

・ 分別されたﾋﾞﾝは、資源ごみとして収集されｶﾞﾗｽｶﾚｯﾄとなった後、ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝにﾘｻｲｸﾙされます。 

 

その他の情報 

･この製品は、ｱﾒﾘｶの有機認証機関 OCIA のｵｰｶﾞﾆｯｸ基準を満たし、OCIA 有機認証を取

得しています。 

･ ﾗﾍﾞﾙにはｹﾅﾌより生産された紙を使用しています。 

･ ﾗﾍﾞﾙｲﾝｸの溶剤には大豆油を使用しています。 

・この製品を製造している宝酒造の工場は環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ：ISO14001 を取得してい

ます。 

・ﾋﾞﾝにはｴｺﾏｰｸ認定を受けた超軽量ﾋﾞﾝを使用しています。 

    

OCIA： 

OCIA （Organic Crop Improvement Association：有機農産物改良協会） 

ｱﾒﾘｶの民間ｵｰｶﾞﾆｯｸ認証機関。日本を含め世界中に４５支部があり、550 以上の加工業者と、

3000 以上の生産者を認定している。OCIA 基準は世界各国の有機基準の基礎となる IFOAM

（International Federation of Organic Agriculture Movements)の基礎基準に基づいており、 

国際的な認証機関の１つ。（本部：米国ﾈﾌﾞﾗｽｶ州）  ※数字は 2004 年のもの 

http://www.ocia.org/ 

  

超軽量ﾋﾞﾝ： 

  日本ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ協会が決めたﾋﾞﾝの軽量度合いにはIからIVまでの段階があり、最も軽量化されたﾚ

ﾍﾞﾙにあるⅣのﾋﾞﾝを「超軽量ﾋﾞﾝ」という。L値（軽量化指数）により、容量とﾋﾞﾝ重量の関係を捉える

と下記のようになる。L値（※）は、ﾋﾞﾝの満量容量を包むｶﾞﾗｽﾋﾞﾝの質量により決まる値で、 軽量

化の度合いを表わす （※）L値＝0.44×質量（g）×満量容量（ml） －0.77 

※Ｌ値による分類 

    IV．＜超軽量＞…L≦0.7 ， Ⅲ．＜軽 量＞…0.7＜L≦1.0 

    II．＜標 準＞…1.0＜L≦1.4 ，  I．＜重 量＞…1.4＜L  

 

・有機本みりんﾋﾞﾝのL値＝0.44×  195g   ÷   520ml -0.77  =0.695  

                    びんの質量(g)     満量容量(ml) 
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日本ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ協会：  

   ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ製品の利用啓発並びに利用情報の収集及び提供等を実施する団体 
  http://www.glassbottle.org/

 

認証機関に関する情報 

財団法人 日本ガス機器検査協会 

環境製品評価部（EPA 部） （認定機関 SWEDAC 認定番号 1813） 

〒107-0052 東京都港区赤坂 1 丁目 4 番 10 号  

TEL：03－5549－9811 FAX：03－5570－1198 

URL：http://www.jia-page.or.jp/jia/EPA/ 

業務内容：環境ﾗﾍﾞﾙ審査登録（EPD）  

 

情報の開示 

環境製品認証宣言の詳細な情報についてはｽｳｪｰﾃﾞﾝ環境管理評議会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

www.environdec.com をご覧下さい。 

 

参考文献 

・ ISO 14025TR:2000 

・ ISO14020:2000                     

・ ISO14040:1997                

・ ISO14041:1998 

・ ISO14042:2000    

・ ISO14043:2000  

・ ｽｳｪｰﾃﾞﾝ環境管理評議会『認証環境製品宣言の要求事項：一般原則と手順（MSR 1999：2）』 

・ 製品固有要求事項：調味料 (PSR Seasoning 2002:1) Ver1.0 

・ LCA 手法による容器間比較報告書（2001.8）  容器間比較研究会 

・ Takara LCA Report  Ver1.3 

 

登録日：2006 年 1 月 13 日    有効期限：2009 年 1 月１2 日 

改訂日： 2003 年 10 月 23 日 軽量ﾋﾞﾝ採用による改訂 

      2005 年 1 月 11 日 容器包装変更による改訂 

      2005 年 11 月 24 日 年次による定期改訂 

http://www.glassbottle.org/
http://www.environdec.com/
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付属書 

 

地球温暖化寄与分析 
 

地球温暖化寄与分析

1.93E+00

1.17E-02 1.82E-02
0.00E+00

5.00E-01

1.00E+00

1.50E+00

2.00E+00

2.50E+00

工程

kg
 C

O
2
-
e
q

製造段階

使用段階

廃棄段階

 
 
 
 

製造段階地球温暖化寄与分析 
 

製造段階

地球温暖化寄与分析

7.48E-01

1.91E-01

9.91E-01

0.00E+00

2.00E-01

4.00E-01

6.00E-01

8.00E-01

1.00E+00

1.20E+00

工程

kg
 C

O
2
-
e
q 原料生産

容器製造

製品製造

 
 

 

 



Registration Number: S‐P‐00042  

              

11 

 

 

・ﾀｶﾗ有機本みりんのﾋﾞﾝ軽量化による環境負荷削減 
 

 ﾀｶﾗ有機本みりんは 2003 年 8 月 超軽量ﾋﾞﾝの採用することで、ﾋﾞﾝの重量を 291g から

195g に約 33％削減し、その結果、ﾋﾞﾝの製造段階および廃棄段階で、ｴﾈﾙｷﾞｰ消費、CO2、
廃棄物を削減しました。 
 
 
         軽量化前               軽量化後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ﾋﾞﾝ重量   291g                 195ｇ 
 
 
各段階での環境負荷削減効果と削減率 
     

  
軽量化による環境負荷削減効果 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 

削減率 

CO2 

削減率 

廃棄物 

削減率 

製造段階 

原料ｶﾞﾗｽの使用が減るため主にｶﾞﾗｽ

製造工程の環境負荷が削減できま

す。 

3.2% 5.7% 32.9% 

廃棄段階 

家庭から排出されるｶﾞﾗｽﾋﾞﾝをﾘｻｲｸﾙ

する際のｴﾈﾙｷﾞｰと、ﾘｻｲｸﾙされない

で埋め立て処分されているｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ廃

棄物を削減できます。 

33.0% 33.0% 31.7% 

ﾗｲﾌｻｲｸﾙ

全体 
  3.5% 6.2% 31.9% 

 

  削減率は 2002 年度（軽量化前）と 2003 年度（軽量化後）の EPD の LCA 結果による比較 
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LCA 結果の解釈 

 

・ 温暖化について 

 
 製造工程において、温暖化の影響が大きいという結果がでていますが、製品の中身の製造に

かかる部分以外の工程での排出も比較的大きい加工食品については、中身の製造にかかる部

分以外の工程での排出も比較的大きい加工食品については、品質管理上、加熱殺菌や洗浄等

や品質保持のための容器類の使用、ﾘｻｲｸﾙについてｴﾈﾙｷﾞｰや水を多量に使用します。また、

日本における加工食品の原材料については輸入原料を用いている場合が多く、海外の生産地

での環境負荷および、海外からの輸送の際のついての情報の収集が重要といえます。 

 

・ 土壌、水へ影響について 

 
農産物を原料とする調味料の場合、耕作地に対する農薬および化学肥料等の使用は土壌荒

廃および人間を含む生態系への影響を及ぼす恐れがあります。一方で環境影響の結果は、農

薬および化学肥料等が使用される地域の背景に大きく影響を受けます。 

有機本みりんについては、原料生産段階での OCIA 基準に係る農薬の使用はありません。 
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ﾗｲﾌｻｲｸﾙｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ分析結果 

 
      

  
製造段階（内訳） 製造段階 消費段階 廃棄段階 合計 

        原料生産 容器製造 製品製造         

      

単位 米生産 

ﾋﾞﾝ 

ｷｬｯﾌﾟ 

ｷｬｯﾌﾟｼｰﾙ

ﾗﾍﾞﾙ  

製造 

みりん製品  

製造 

製造段階 

合計 
製品輸送

廃棄・ 

ﾘｻｲｸﾙ 
  

 農産物 玄米 kg － － 6.79E-01 6.79E-01 － － 6.79E-01 

イ 資源 原木 kg － 3.05E-03 － 3.05E-03 － － 3.05E-03 

  けい砂 kg － 7.47E-02 － 7.47E-02 － － 7.47E-02 

ン 鉱物 ｿｰﾀﾞ灰 kg － 1.95E-02 － 1.95E-02 － － 1.95E-02 

 資源 石灰石 kg － 1.70E-03 － 1.70E-03 － － 1.70E-03 

プ  ﾎﾞｳｼｮｳ kg － 3.47E-04 － 3.47E-04 － － 3.47E-04 

  ｶﾞﾗｽｶﾚｯﾄ kg － 1.01E-01 － 1.01E-01 － － 1.01E-01 

ッ  原油 kg － 5.91E-03 － 5.91E-03 － － 5.91E-03 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ 燃料 MJ 1.32E+01 2.21E+00 1.26E+01 2.80E+01 1.26E-01 2.19E-01 2.84E+01 

ト  電気 kWh 1.45E-02 8.52E-02 4.80E-01 5.79E-01 4.72E-03 1.01E-03 5.85E-01 

 水使用 水 L 2.69E+03 2.41E+00 5.58E+01 2.75E+03 0.00E+00 0.00E+00 2.75E+03 

  農薬 kg 0.00E+00 － － － － － 0.00E+00 

 大気への CO2 kg 1.01E-01 1.91E-01 9.91E-01 1.28E+00 1.17E-02 1.82E-02 1.31E+00 

ア 環境負荷 NOｘ kg 3.32E-04 2.08E-04 3.90E-04 9.30E-04 3.01E-05 5.45E-05 1.01E-03 

  SOｘ kg 9.22E-05 3.96E-04 3.69E-04 8.57E-04 1.22E-05 2.26E-05 8.92E-04 

ウ  N20 kg 1.44E-04 0.00E+00 0.00E+00 1.44E-04 0.00E+00 0.00E+00 1.44E-04 

  CH4 kg 2.87E-02 1.07E-07 6.83E-07 2.87E-02 4.25E-09 9.05E-10 2.87E-02 

ト BOD kg 0.00E+00 1.96E-05 1.01E-02 1.01E-02 0.00E+00 0.00E+00 1.01E-02 

 

水圏への 

環境負荷 COD kg 5.95E-03 4.17E-05 0.00E+00 5.99E-03 0.00E+00 0.00E+00 5.99E-03 

プ 土壌への T-N kg 3.22E-03 0.00E+00 0.00E+00 3.22E-03 0.00E+00 0.00E+00 3.22E-03 

 環境負荷 T-P kg 3.02E-04 0.00E+00 0.00E+00 3.02E-04 0.00E+00 0.00E+00 3.02E-04 

 ッ ﾘｻｲｸﾙ可能

素材 ｶﾞﾗｽｶﾚｯﾄ kg 0.00E+00 0.00E+00 7.78E-03 7.78E-03 0.00E+00 1.01E-01 1.09E-01 

ト 埋め立て kg － 2.52E-02 0.00E+00 2.52E-02 0.00E+00 8.74E-02 1.13E-01 

 

産業廃棄物 

 
ﾘｻｲｸﾙ kg － 1.51E-03 6.09E-02 6.24E-02 0.00E+00 0.00E+00 6.24E-02 

 一般廃棄物 ﾘｻｲｸﾙ kg 1.70E-01 0.00E+00 5.04E-02 2.20E-01 0.00E+00 0.00E+00 2.20E-01 
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